
１ はじめに 

スイッチトリラクタンスジェネレータ（SRG）は，

機械的に堅牢，高回転，高効率，低コストな発電機で

ある。また可変速運転が可能で，同期発電機や誘導電

動機よりも広範囲で動作する発電機である。そのため，

風力発電や自動車，また航空宇宙分野での活用が期待

されている。筆者らは，これまでにスイッチトリラク

タンスモータ（SRM）の回生電力を向上させるステー

タコイル励磁手法に関する検討を行っており，本研究

では，その手法を適用して，SRGの発電特性や出力に

対する励磁制御の検討を行ったのでそれを報告する[1]。 
 

２ SRG の発電特性 

Fig.1 は本研究で使用した 6/4 極 SRG の 1 相分のステー

タ・ロータ間のインダクタンス分布である。ステータコイルの

励磁に使用する回転角はあるステータ突極に対してロー

タ突極が対向した時を 0[deg]，次のロータ突極が対向した

時を 90[deg]としている。また Fig.2 に SRG の実験システム

を示す。なお SRG の駆動源には DC サーボモータを用い

ており，励磁回路には非対称ハーフブリッジコンバータを

用い，ステータコイルの励磁を切り替えながら力行・還流・

回生の制御を行う。また本研究では各相のインダクタンス

の減少領域で励磁を行った後，電磁エネルギーを外部の

負荷抵抗で消費している。 
 

３ 検証結果 

Fig.3 は励磁幅を 5，10，15，20[deg]と固定したときの，

on に対する発電効率である。ここで，発電効率は次式で計

算している。 
 

    
Fig.1. SRG のインダクタンス変化 

 

 
Fig.2. SRG の実験システム 
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同図より励磁幅が大きいほど，高効率となることが分かる。

なお，励磁幅が小さいほうが，広範囲に制御可能であるこ

とも確認できる。一方 Fig.4 は出力制御のシミュレーション

結果である。制御には PI 制御を用いており，off を 0～

30[deg]の範囲で制御している。同図より指令電力の変化

および負荷抵抗の変化に対して，速やかに指令電力に追

従していることが分かる。 
 

４ まとめ 

本研究では，まず SRG の励磁幅および励磁開始角に対

する効率を実機実験にて検証した。また，出力制御の効果

をシミュレーションにて確認した。今後は発電制御を実機に

て検証する予定である。 
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Fig.3. 各onに対する効率の変化 

 

   
Fig.4. シミュレーションによる出力制御 
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